




















要約:アレルギー疾患は近年増加傾向にあると言われ、その発症防止が重要な課題となって

いる。特にアトピー性疾患の発症に関して、食物抗原による胎内感作が示唆されるように

なり、妊娠中から発症予防のための食事制限が一部で推奨されているが、その有効性及び

基準について統一された合意が存在するとは言い難く、食事指導に混乱が見られるのが現

状である。 

胎内感作と母親のアレルギー歴及び妊娠中の食事制限の状況を知り、さらに児の皮膚状態

を経時的に観察する出発点として、今年度我々はEIA法により臍帯血中のIgE値を測定し、

また RAST 法とよく相関し多項目のアレルゲンに対する特異抗体を同時に測定することが

できる MAST法により、臍帯血中の特異IgE 抗体を測定した。母親に対してはアンケートに

よってアレルギー歴の有無と妊娠中の食事制限とを調査した。 

その結果、一部の症例で臍帯血 IgE 値の上昇を認めたのみで、特異 IgE抗体価の上昇は全

症例において認められなかった。また、臍帯血IgE値の上昇と母親のアレルギー歴及び妊

娠中の食事制限との関係も認められなかった。 

これらの測定値とアトピーの家族歴及び母親の妊娠中の食行動とを基礎データとして次年

度以降児の発育を経時的に観察し、アトピー性疾患の発症が見られるならば、その時点で

の血清 IgE値及び特異 IgE 抗体価を比較検討し、アトピー性疾患発症の指標と予防のため

の食事指導の基準が得られるものと考えられる。 


